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働
く
人
々
に
と
っ
て
、「
多
様
性
」

が
選
択
肢
の
多
さ
を
意
味
し
、
仕
事

や
生
活
に
関
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
へ

の
よ
り
適
切
な
対
応
を
可
能
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
、そ
の
場
合
の「
多
様
性
」

は
メ
リ
ッ
ト
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
「
多
様
性
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
時
、
そ
の
よ
う
な
〝
光
の
部
分
〞

が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、「
雇
用
形

態
の
多
様
性
」
の
大
き
な
課
題
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
正
社
員
と
い
わ
ゆ

る
非
正
社
員
と
の
均
等
処
遇
の
問
題

で
あ
り
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
は

ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
る
。

　

裁
量
労
働
制
が
普
及
し
て
き
て
お

り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
も
注
目
を
浴
び
て

い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
働
く
場
所

と
時
間
の
「
多
様
性
」
に
関
し
て
、

そ
の
実
態
や
課
題
を
明
確
に
捉
え
た

調
査
研
究
は
少
な
い
。
果
た
し
て
、

働
く
場
所
と
時
間
の
「
多
様
性
」
は
、

問
題
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本

研
究
は
、
企
業
や
組
織
に
雇
わ
れ
て

働
く
雇
用
労
働
者
（
正
社
員
）
に
限

定
し
、
彼
ら
の
働
く
場
所
と
時
間
の

「
多
様
性
」
の
実
態
を
調
べ
、
そ
の

課
題
を
検
出
す
る
こ
と
を
主
目
的
と

し
た
。
そ
の
主
目
的
を
果
た
す
た
め
に
、

正
社
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
正
社
員

に
対
し
て
在
宅
勤
務
制
度
を
適
用
し

て
い
る
企
業
を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
を
実
施
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
扱
え
な
い
、
在
宅
勤
務
等
の
制

度
の
内
容
や
運
用
状
況
等
を
把
握
し

た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
対
象
企
業
は
、

在
宅
勤
務
等
の
導
入
に
つ
い
て
は
い

わ
ば
〝
先
進
的
〞
な
企
業
で
あ
る
が
、

そ
の
現
状
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と

で
、
ど
の
よ
う
な
制
度
・
運
用
が
、

労
働
者
及
び
企
業
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
す
の
か
、
同
時
に
課
題

に
な
る
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の

か
を
、
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
（
な
お
本
研
究
成
果
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ｔ
労
働
政
策
研
究
報
告
書N

o.106

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
）。

―柔軟な労働時間とテレワークを中心に―
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１
．
調
査
概
要

　
「
国
勢
調
査
」
平
成
一
七
年
調
査
結
果
の

う
ち
、「
雇
用
者
」
で
「
主
に
仕
事
」
に
該
当

す
る
、
二
〇
歳
以
上
五
九
歳
以
下
の
性
別
・

年
齢
階
層
別
分
布
に
準
じ
抽
出
率
を
決
定
し
、

調
査
協
力
モ
ニ
タ
ー
約
二
〇
万
人
（
郵
送
調

査
モ
ニ
タ
ー
の
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

モ
ニ
タ
ー
を
除
く
）
の
中
か
ら
、
あ
ら
か
じ

め
「
正
規
雇
用
労
働
者
」
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
者
、
八
〇
〇
〇
人
を
選
定
し
た
。
回

答
を
得
ら
れ
た
七
〇
五
七
人
（
八
八
％
）
の

う
ち
、
調
査
時
点
で
「
正
社
員
」
で
あ
る
六

四
三
〇
人
の
み
を
集
計
対
象
と
し
た
。

２
．
働
く
時
間
の
多
様
性
と
は

　

働
く
時
間
の
多
様
性
と
は
、
始
業
・
終
業

時
刻
が
常
に
一
定
の
勤
務
時
間
で
は
な
く
、

あ
る
程
度「
い
つ
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
。
し
た
が
っ

て
ま
ず
、
勤
務
時
間
制
度
が
注
目
さ
れ
る
。

い
く
つ
か
の
勤
務
時
間
制
度
が
あ
る
が
、
調

査
で
は
「
裁
量
労
働
制
・
み
な
し
労
働
」
や

「
時
間
管
理
な
し
」
を
特
に
「
柔
軟
な
」
勤

務
時
間
制
度
と
し
て
想
定
し
て
い
る（
１
）。

３
．
勤
務
時
間
制
度

　

第
１
図
は
、
勤
務
時
間
制
度
に
つ
い
て
職

種
別
に
見
た
も
の
で
あ
る
。「
通
常
の
勤
務

時
間
制
度
」
の
比
率
が
職
種
に
よ
っ
て
異
な

る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
も
比
率
が
高
い
の
は

「
一
般
事
務
・
受
付
・
秘
書
」（
八
六
・
九
％
）

で
あ
る
が
、
最
も
低
い
「
警
備
・
清
掃
」（
五

〇
・
〇
％
）
と
は
三
七
ポ
イ
ン
ト
の
違
い
が

あ
る
。「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
」
も
、「
技
術

系
専
門
職
」（
三
〇
・
一
％
）
や

「
事
務
系
専
門
職
」（
二
〇
・

四
％
）
な
ど
が
相
対
的
に
高
く
、

「
警
備
・
清
掃
」
は
〇
・
〇
％

と
な
っ
て
い
る
。「
交
替
制
」

が
多
い
の
は
、「
接
客
サ
ー
ビ

ス
」（
三
〇
・
四
％
）、「
警
備
・

清
掃
」（
三
六
・
五
％
）、「
製
造
・

建
設
の
作
業
」（
二
二
・
八
％
）

な
ど
で
あ
る
。「
裁
量
労
働
制
・

み
な
し
労
働
」
の
比
率
が
最
も

高
い
の
は
「
営
業
・
販
売
」（
八
・

八
％
）
で
、
次
い
で
「
事
務
系

専
門
職
」（
七
・
七
％
）、「
技
術

系
専
門
職
」（
六
・
七
％
）と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
「
時
間
管
理
な

し
」
で
は
、「
事
務
系
専
門
職
」

（
六
・
三
％
）、「
現
場
管
理
・

監
督
」（
五
・
九
％
）、「
輸
送
・

運
転
」（
五
・
九
％
）
な
ど
が
高

い
。
こ
の
よ
う
に
、
職
種
に
よ

る
勤
務
時
間
制
度
の
相
違
は
か

な
り
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
。

　

第
２
図
は
、
勤
務
時
間
制
度

に
つ
い
て
役
職
別
に
見
た
も
の

で
あ
る
。「
通
常
の
勤
務
時
間

制
度
」
の
比
率
は
、
役
職
が
上
位
に
な
る
ほ

ど
低
い
。
そ
し
て
「
時
間
管
理
な
し
」
の
比

率
は
、「
課
長
ク
ラ
ス
」（
一
〇
・
七
％
）、「
部

長
ク
ラ
ス
」（
一
四
・
三
％
）
と
、
他
の
役
職

よ
り
も
か
な
り
高
い
。
労
働
基
準
法
四
一
条

二
号
の
「
管
理
監
督
者
」
に
該
当
す
る
場
合
、

通
常
の
労
働
時
間
管
理
の
適
用
除
外
を
受
け

る
の
だ
が
、
今
回
の
調
査
の
勤
務
時
間
制
度

で
見
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
管
理
職
は
少
数

派
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
調
査
で
は
「
課
長
ク
ラ
ス
」「
部

長
ク
ラ
ス
」
の
人
々
に
付
問
を
用
意
し
、「
会

社
の
制
度
上
、
出
退
勤
の
時
間
を
自
由
に
決

働
く
時
間
の
多
様
性
に
つ
い
て

第１図　職種別に見た勤務時間制度

第２図　役職別に見た勤務時間制度

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
主
任
研
究
員　

小
倉
一
哉
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め
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
も
質
問
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
六
八
・
六
％
が
「
決
め
ら
れ
な

い
」（「
決
め
ら
れ
る
」
は
三
一
・
四
％
）
と

回
答
し
て
い
る
。
つ
ま
り
第
２
図
の
結
果
と

合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
個
々
の
企
業
で
は
管

理
職
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
六
割
強
は
勤
務
時

間
制
度
に
お
い
て
「
一
般
社
員
」
と
変
わ
ら

な
い
と
い
う
の
が
実
態
の
よ
う
で
あ
る
。
法

律
上
の
「
管
理
監
督
者
」
に
関
す
る
時
間
管

理
の
適
用
除
外
を
受
け
て
い
な
い
管
理
職
が

多
数
い
る
可
能
性
が
高
い
。

４
．
労
働
時
間
の
長
さ

　

二
〇
〇
八
年
七
月
の
一
カ
月
間
の
労
働
時

間
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
こ
で
使
用
す
る

「
一
カ
月
間
の
総
実
労
働
時
間
」
と
は
、
調

査
票
に
お
け
る
「
一
日
の
所
定
労
働
時
間
」

「
実
際
に
出
勤
し
た
日
数
」「
残
業
時
間（
サ
ー

ビ
ス
残
業
も
含
む
）」
か
ら
総
合
し
て
計
算

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
対
象
が
「
正
社

員
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
定
の
範
囲
の
回

答
に
つ
い
て
は
除
外
し
た（
２
）。

　

第
３
図
は
、
職
種
別
に
見
た
も
の
で
あ
る
。

「
二
八
一
時
間
以
上
」
の
と
く
に
長
い
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
比
率
が
高
い
の
は
、「
輸
送
・
運

転
」（
一
六
・
九
％
）、「
警
備
・
清
掃
」（
一
四
・

五
％
）、「
現
場
管
理
・
監
督
」（
一
一
・
〇
％
）、

「
接
客
サ
ー
ビ
ス
」（
一
〇
・
四
％
）
な
ど
で

あ
る
。

　

第
４
図
は
、
勤
務
時
間
制
度
別
に
見
た
も

の
で
あ
る
。
一
見
し
て
わ
か
る
の
は
、「
裁
量

労
働
制
・
み
な
し
労
働
」「
時
間
管
理
な
し
」

で
あ
る
。「
裁
量
労
働
制
・
み
な
し
労
働
」

で
は
「
二
四
一
〜
二
八
〇
時
間
」「
二
八
一
時

間
以
上
」
の
、「
時
間
管
理
な
し
」
で
は
「
二

八
一
時
間
以
上
」
と
い
っ
た
長
い
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
比
率
が
高
い
。
ま
た
そ
の
分
、
こ
の

二
つ
は
短
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
比
率
が
低
い
。

　

第
５
図
は
、「
一
カ
月
間
の
残
業
時
間

（
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
含
む
）」
に
つ
い
て
職

種
別
に
見
た
も
の
で
あ
る
。「
〇
時
間
」
の

比
率
が
高
い
の
は
、「
総
務
・
人
事
・
経
理
等
」

（
二
五
・
五
％
）、「
一
般
事
務
・
受
付
・
秘
書
」

（
二
七
・
〇
％
）
な
ど
で
あ
り
、「
五
一
時
間

以
上
」の
比
率
が
高
い
の
は
、「
営
業
・
販
売
」

（
二
一
・
六
％
）、「
輸
送
・
運
転
」（
二
五
・
七
％
）

な
ど
で
あ
る
。

　

第
６
図
は
、
勤
務
時
間
制
度
別
に
見
た
残

業
時
間
で
あ
る
。「
五
一
時
間
以
上
」
の
比

率
は
、「
裁
量
労
働
制
・
み
な
し
労
働
」（
三
五
・

四
％
）、「
時
間
管
理
な
し
」（
二
九
・
六
％
）

で
か
な
り
高
い
。

　

第
７
図
は
、「
一
カ
月
間
の
サ
ー
ビ
ス
残
業

時
間
」
に
つ
い
て
職
種
別
に
見
た
も
の
で
あ

る
。「
サ
ー
ビ
ス
残
業
時
間
」
は
、「
サ
ー
ビ

ス
残
業
を
含
む
残
業
時
間
」
か
ら
「
残
業
手

当
が
支
給
さ
れ
た
時
間
」
を
控
除
し
た
時
間

と
し
た
。
な
お
、
一
部
の
管
理
職
に
つ
い
て

は
集
計
の
対
象
か
ら
除
外
し
た（
３
）。「
〇
時

間
」
の
比
率
が
低
く
、「
五
一
時
間
以
上
」
の

第３図　職種別に見た総実労働時間

第４図　勤務時間制度別に見た総実労働時間

第５図　職種別に見た残業時間
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比
率
が
高
い
の
は
、「
営
業
・
販
売
」「
医
療
・

教
育
関
係
の
専
門
職
」
な
ど
で
あ
る
。

　

第
８
図
は
、
勤
務
時
間
制
度
別
に
見
た

サ
ー
ビ
ス
残
業
時
間
で
あ
る
。「
裁
量
労
働

制
・
み
な
し
労
働
」（
二
〇
・
三
％
）、「
時
間

管
理
な
し
」（
二
七
・
八
％
）
は
、「
〇
時
間
」

の
比
率
が
か
な
り
低
く
、「
五
一
時
間
以
上
」

の
比
率
が
か
な
り
高
い
。

５
． 

働
く
時
間
の
多
様
性
と
労
働

時
間
の
長
さ
の
関
係

　

ク
ロ
ス
集
計
に
よ
る
傾
向
だ
け
で
は
、

様
々
な
属
性
の
影
響
を
排
除
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
考
察
に
も
限
界
が
生
じ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
様
々
な
属
性
の
影
響
を
排
除

し
た
上
で
、
働
く
時
間
の
多
様
性
な
ど
が
労

働
時
間
の
長
さ
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
の
か

を
検
討
す
る
。

（
１
）
職
種
・
役
職
・
勤
務
時
間
制
度
・

働
く
場
所
の
数
と
労
働
時
間

　
「
働
く
時
間
の
多
様
性
」
を
考
え
る
時
、

あ
る
程
度
「
い
つ
で
も
働
く
」
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
が
前
提
と
な
る
が
、
実
態

と
し
て
「
い
つ
で
も
働
い
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、「
い
つ
で
も
働
く
」
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
勤
務
時
間
制
度
、
職
種
や
役

職
で
見
れ
ば
営
業
職
、
専
門
職
、
管
理
職
な

ど
で
は
、「
働
く
時
間
の
多
様
性
」
が
強
い
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
相
対
的
に
厳

格
な
勤
務
時
間
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
て
も
、

あ
る
程
度
「
い
つ
で
も
働
く
」
こ
と
は
で
き

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
職
種
、
役
職
、

勤
務
時
間
制
度
な
ど
が
労
働
時
間
の
長
さ
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

　

被
説
明
変
数
は
、
総
労
働
時
間
（
二
〇
〇

八
年
七
月
一
カ
月
間
の
値
・
対
数
）
と
す
る
。

値
に
「
〇
」
を
含
ま
な
い
連
続
変
量
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
分
析
手
法
は
通
常
最
小
二
乗
法

（
Ｏ
Ｌ
Ｓ
）
を
使
用
す
る
。
ま
た
性
別
、
年

齢
、
年
収
、
業
種
、
従
業
員
規
模
、
労
働
組

合
の
有
無
、
所
得
・
余
暇
選
好
を
（
こ
れ
ら

の
属
性
を
一
定
と
す
る
た
め
の
）
基
本
的
な

説
明
変
数
と
す
る
。
こ
の
う
ち
、
所
得
・
余

暇
選
好
の
変
数
は
、
賃
金
（
年
収
）
と
労
働

時
間
の
同
時
決
定
を
回
避
す
る
た
め
の
操
作

変
数
で
あ
る（
４
）。

　

主
要
な
説
明
変
数
と
し
て
、
職
種
、
役
職
、

勤
務
時
間
制
度
、
働
く
場
所
の
数
を
使
用
す

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
予
め
管
理
職
で
あ
る

「
課
長
ク
ラ
ス
」「
部
長
ク
ラ
ス
」
と
勤
務
時

間
制
度
の
「
時
間
管
理
な
し
」
の
多
重
共
線

性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
相
関
係
数
は
「
課
長

ク
ラ
ス
」×「
時
間
管
理
な
し
」が0.12

、「
部

長
ク
ラ
ス
」
×
「
時
間
管
理
な
し
」
で0.12

で
あ
り
、
あ
ま
り
高
く
な
い
た
め
、
同
時
に

投
入
す
る（
５
）。

　

主
要
な
仮
説
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
や
本

稿
で
の
ク
ロ
ス
集
計
結
果
を
踏
ま
え
、「
働
く

時
間
の
多
様
性
」

が
長
時
間
労
働
に

つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

結
果
を
第
１
表

に
示
し
た
。
主
要

な
変
数
の
結
果

（
表
中
網
掛
け
し

た
有
意
水
準
五
％

未
満
の
変
数
の
う

ち
、「
職
種
」
以
下

の
も
の
）
に
つ
い

て
述
べ
る
。

①
職
種
で
は
、「
営

業
・
販
売
」「
接
客

サ
ー
ビ
ス
」「
医

療
・
教
育
関
係
の

専
門
職
」「
現
場
管

理
・
監
督
」「
輸
送
・

運
転
」「
警
備
・
清

掃
」
が
有
意
に
正

の
値
と
な
っ
た
。

第６図　勤務時間制度別に見た残業時間

第７図　職種別に見たサービス残業時間

第８図　勤務時間制度別に見たサービス残業時間



特集―働く時間と場所の多様性がもたらすもの

Business Labor Trend 2009.6

6

②
役
職
で
は
、「
課
長
ク
ラ
ス
」
が
有
意
に
正

の
値
と
な
っ
た
。

③
勤
務
時
間
制
度
で
は
、「
交
替
制
」
が
有
意

に
負
の
値
と
な
り
、「
裁
量
労
働
制
・
み
な
し

労
働
」「
時
間
管
理
な
し
」
が
有
意
に
正
の
値

と
な
っ
た
。

④
働
く
場
所
の
数
で
は
、「
二
つ
」「
三
つ
」「
四

つ
以
上
」
が
有
意
に
正
の
値
と
な
っ
た
。

　

①
で
総
実
労
働
時
間
が
長
い
と
い
う
結
果

に
な
っ
た
職
種
は
、
業
種
や
規
模
な
ど
を
一

定
と
し
て
も
労
働
時
間
が
長
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
営
業
職
な
ど
は
顧
客
の
都
合
に
合

わ
せ
て
業
務
を
遂
行
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま

た
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
な
ど
も
、
納
品
時
間
に

間
に
合
う
よ
う
に
余
裕
を
見
て
出
か
け
る
た

め
、
納
品
時
間
よ
り
も
前
に
納
品
先
付
近
で

待
機
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
多
い

だ
ろ
う
。

　

②
で
「
課
長
ク
ラ
ス
」
が
長
い
と
い
う
の

は
、
部
下
の
管
理
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
自

ら
の
仕
事
も
抱
え
て
い
る
と
い
う
「
プ
レ
ー

イ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

③
勤
務
時
間
制
度
で
は
、「
交
替
制
」
が
短

い
と
い
う
傾
向
に
あ
る
が
、
自
分
の
仕
事
を

引
き
継
ぐ
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え

て
、
あ
ま
り
残
業
を
し
な
く
て
も
済
む
と
い

う
こ
と
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
重
要
な

こ
と
は
、「
裁
量
労
働
制
・
み
な
し
労
働
」「
時

間
管
理
な
し
」
は
、
予
想
通
り
労
働
時
間
が

長
い
。
こ
れ
ら
の
様
々
な
属
性
を
一
定
と
し

て
も
、「
裁
量
労
働
制
・
み
な
し
労
働
」
や
「
時

間
管
理
な
し
」
の
場
合
、
労
働
時
間
が
長
い

の
で
あ
る
か
ら
、
勤
務
時
間
制
度
が
表
面
的

に
緩
や
か
で
、
い
つ
で
も
働
け
る
よ
う
な
仕

組
み
が
導
入
さ
れ
て
い
て
も
、
実
態
は
「
い

つ
で
も
働
い
て
し
ま
う
」
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
来
、
柔
軟
な
勤

務
時
間
制
度
と
は
、（
そ
れ
ら
が
適
用
さ
れ
る

人
々
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
原
則

的
に
労
働
時
間
で
は
な
く
成
果
や
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
な
の
だ
か
ら
）「
い
つ
、
ど
の
く
ら
い

働
く
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
自
己
裁

量
度
は
高
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
実
際
に
は
、「
ど
の
く
ら
い
働
く
か
」
に
つ

い
て
の
柔
軟
性
は
低
く
、「
い
つ
で
も
働
い
て

し
ま
う
」
た
め
に
、
長
時
間
労
働
に
な
る
の

で
あ
る
。
業
務
の
閑
散
期
に
は
短
く
、
繁
忙

期
に
は
多
少
長
め
に
、
と
い
う
よ
う
な
制
度

の
趣
旨
通
り
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

④
働
く
場
所
の
数
も
、
複
数
あ
る
場
合
に

は
労
働
時
間
が
長
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
営
業
職
な
ど
を
想
定
す
れ
ば
、
様
々
な

場
所
で
働
く
こ
と
は

容
易
に
想
像
で
き
る

が
、
職
種
を
一
定
と

し
て
も
働
く
場
所
の

数
が
複
数
あ
れ
ば
、

労
働
時
間
も
長
い
の

で
あ
る
。こ
れ
は「
ど

こ
で
も
働
く
」
こ
と

が
、
家
事
や
育
児
な

ど
、
労
働
者
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
た
め
の
要
請

か
ら
派
生
し
て
い
る

と
い
う
よ
り
、
ど
こ

で
も
仕
事
が
で
き
る

よ
う
な
場
合
、
労
働

時
間
も
長
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
第
２
表
に

よ
っ
て
、
労
働
時
間

管
理
と
労
働
時
間
の

長
さ
の
関
係
を
見
た
。

こ
の
分
析
で
は
、「
時

間
管
理
の
緩
や
か

さ
」
が
主
な
説
明
変

数
で
あ
る
。
第
１
表

第１表　総実労働時間に影響する要因（OLS）
サンプルサイズ=5,525 F=24.86(Prob>F=0.00)
決定係数=0.19 自由度調整済み決定係数=0.18

係数値 標準誤差 T値 P>T Beta
男性（BM=女性） 0.08 0.01 10.83 0.00 0.17

年齢 0.00 0.00 -12.05 0.00 -0.17
年収（対数） 0.03 0.01 3.74 0.00 0.07

業種（BM=製造業）

建設業 0.04 0.01 2.97 0.00 0.04
電気・ガス・水道・熱供給業 -0.03 0.02 -1.37 0.17 -0.02
情報通信業 -0.05 0.01 -4.16 0.00 -0.06
運輸業、郵便業 0.00 0.02 -0.11 0.91 0.00
卸・小売業 0.02 0.01 1.78 0.08 0.03
金融・保険業 -0.01 0.01 -0.97 0.33 -0.01
学術研究、専門・技術サービス業 -0.01 0.01 -0.92 0.36 -0.01
宿泊、飲食、生活サービス、娯楽業 0.09 0.02 4.91 0.00 0.07
教育、学習支援業 0.04 0.02 2.12 0.03 0.04
医療、福祉 -0.05 0.01 -3.36 0.00 -0.07
サービス業 0.01 0.01 0.98 0.33 0.01
公務 -0.05 0.01 -4.24 0.00 -0.06
その他サービス業 0.01 0.02 0.52 0.60 0.01
その他 -0.03 0.02 -1.97 0.05 -0.03

従業員規模
（BM=3,000人以上）

29人以下 0.05 0.01 4.38 0.00 0.08
30～99人 0.04 0.01 4.55 0.00 0.08
100～299人 0.03 0.01 3.38 0.00 0.05
300～999人 0.03 0.01 3.40 0.00 0.05
1,000～2,999人 0.02 0.01 2.40 0.02 0.03

労働組合あり（BM=ない） -0.03 0.01 -4.41 0.00 -0.07

所得・余暇選好
（BM=同じくらい大切）

仕事に生きがい 0.02 0.02 1.13 0.26 0.01
時には余暇 -0.01 0.01 -0.79 0.43 -0.01
なるべく余暇 0.01 0.01 0.88 0.38 0.01
余暇に生きがい -0.01 0.01 -0.84 0.40 -0.01

職種（BM=一般事務・
受付・秘書）

総務・人事・経理等 -0.01 0.01 -1.02 0.31 -0.02
営業・販売 0.04 0.01 3.45 0.00 0.07
接客サービス 0.06 0.02 3.73 0.00 0.06
調査分析・特許法務などの事務系専門職 -0.02 0.02 -1.13 0.26 -0.02
研究開発・設計・ＳＥなどの技術系専門職 0.02 0.01 1.28 0.20 0.03
医療・教育関係の専門職 0.07 0.02 4.51 0.00 0.10
現場管理・監督 0.06 0.01 4.16 0.00 0.07
製造・建設の作業 0.01 0.01 0.53 0.60 0.01
輸送・運転 0.17 0.02 9.07 0.00 0.16
警備・清掃 0.07 0.03 2.07 0.04 0.03
その他 0.03 0.01 2.48 0.01 0.04

役職（BM=一般社員）
係長・主任 0.01 0.01 1.22 0.22 0.02
課長クラス 0.03 0.01 2.96 0.00 0.04
部長クラス 0.02 0.01 1.07 0.28 0.01

勤務時間制度（BM=通
常の勤務時間制度）

フレックスタイム 0.00 0.01 -0.14 0.89 0.00
変形労働時間制 0.02 0.02 1.24 0.21 0.02
交替制 -0.02 0.01 -2.27 0.02 -0.03
裁量労働制・みなし労働 0.09 0.01 6.05 0.00 0.08
時間管理なし 0.09 0.02 5.63 0.00 0.07

働く場所の数（BM=1つ
のみ）

2つ 0.03 0.01 3.78 0.00 0.05
3つ 0.06 0.01 7.08 0.00 0.09
4つ以上 0.06 0.01 6.05 0.00 0.08

定数項 5.15 0.04 125.20 0.00
注（1）：BMは各ダミー変数のベンチマークを表す。
注（2）：有意水準5％未満の項目に網掛けした。
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と
の
違
い
は
、
勤
務
時
間
制
度
と
役
職
か
ら
、

「
労
働
時
間
管
理
が
緩
や
か
か
否
か
」
と
い

う
変
数
を
作
成
し
た
点
で
あ
る
。
勤
務
時
間

制
度
で
「
裁
量
労
働
制
・
み
な
し
労
働
」（
①
）、

「
時
間
管
理
な
し
」（
②
）、
管
理
職
（
課
長

ク
ラ
ス
以
上
）
で
「
制
度
上
、
出
退
勤
を
自

由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
」（
③
）
を
使

用
し
、
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
を
一
、
い
ず
れ
に
も
非
該
当
の
場
合
を
〇

と
し
た
ダ
ミ
ー
変
数
で
あ
る
。
こ
の
変
数
に

よ
っ
て
、
勤
務
時
間
制
度
と
管
理
職
の
双
方

を
合
わ
せ
た
時
間
管
理
の
表
面
的
な
柔
軟
性

の
影
響
が
わ
か
る
。

　

結
果
は
、「
緩
や
か
」
で
あ
る
場
合
に
、
労

働
時
間
が
長
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
１

表
と
同
様
、
表
面
的
な
時
間
管
理
の
緩
や
か

さ
は
、
か
え
っ
て
労
働
時
間
を
長
く
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
２
）
働
く
場
所
の
種
類
と
労
働
時
間

　

次
に
、
働
く
場
所
の
種
類
と
労
働
時
間
の

関
係
に
つ
い
て
見
る
。
第
１
表
、
第
２
表
で

「
働
く
場
所
の
数
」
が
二
つ
以
上
の
人
の
働

く
場
所
の
種
類
（
多
重
回
答
）
を
説
明
変
数

に
使
用
し
た
。
多
重
回
答
な
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
に
つ
い
て
該
当
を
一
、
非
該
当
を

〇
と
す
る
ダ
ミ
ー
変
数
を
作
成
し
た
。

　

第
３
表
が
そ
の
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
表
か
ら
も
、勤
務
時
間
制
度
の「
裁

量
労
働
制
・
み
な
し
労
働
」「
時
間
管
理
な
し
」

は
、
有
意
に
正
の
値
と
な
っ
て
い
る
。

　

働
く
場
所
の
種
類
で
は
、
有
意
な
値
と

な
っ
た
の
は
「
自
宅
」
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
勤
務
先
以
外
の
働
く
場
所
が
自

宅
で
あ
る
場
合
、
労
働
時
間
も
長
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
自
宅
で
仕

事
を
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

通
常
の
所
定
労
働
時
間
内
に
自
宅
で
作

業
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
の
在
宅
勤

務
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
は
非
常
に

少
な
い
。
過
去
の
企
業
調
査
に
お
い
て

も
、
在
宅
勤
務
制
度
を
導
入
し
て
い
る

企
業
は
少
な
く（
６
）、
ま
た
今
回
の
調

査
で
も
、
自
宅
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が

あ
る
人
を
対
象
に
在
宅
勤
務
制
度
に
つ

い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
有
効
回
答
七

八
七
件
の
う
ち
、「
制
度
を
利
用
し
て
い

る
」
は
二
二
件
（
二
・
八
％
）、「
上
司

の
裁
量
や
習
慣
と
し
て
実
施
し
て
い

る
」
は
二
六
件
（
三
・
三
％
）、「
自
分

の
裁
量
で
実
施
し
て
い
る
」
が
七
三
九

件
（
九
三
・
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
大
多
数
の
人
は
、
在
宅
勤
務

制
度
と
は
関
係
な
く
自
宅
で
仕
事
を
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
つ
ま

り
、
勤
務
先
の
就
業
時
間
外
（
早
朝
、

夜
間
、
休
日
な
ど
）
に
自
宅
で
仕
事
を

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
労
働
者
自
ら
の
選
択
の
結

果
と
い
う
部
分
が
あ
る
と
し
て
も
、

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
時
間
」
に
似
た
労
働
時
間

で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
会
社
で
仕
事
を

す
る
だ
け
で
な
く
、
夜
間
や
休
日
な
ど
に
仕

事
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
働
く
よ
う
な
人
た
ち

な
の
で
あ
り
、
労
働
時
間
が
長
い
の
は
当
然

と
い
え
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。

６
． 

時
間
管
理
の
緩
や
か
な
人
の

特
徴

　

時
間
管
理
の
「
緩
や
か
」
な
人
は
、
労
働

時
間
が
長
い
。
で
は
「
緩
や
か
」
な
人
は
、

働
く
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
を

持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
も

う
少
し
深
く
考
え
て
み
た
い
。

　

第
９
図
は
、
残
業
を
す
る
理
由
に
つ
い
て

見
た
も
の
で
あ
る
。「
緩
や
か
」な
人
は
、「
所

定
労
働
時
間
内
で
は
片
づ
か
な
い
仕
事
量
だ

か
ら
」
の
比
率
が
、「
緩
や
か
で
は
な
い
」
人

に
対
し
て
、
若
干
高
い
。
ま
た
「
仕
事
の
性

格
上
、
所
定
外
で
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
が

第２表　総実労働時間に影響する要因（OLS）
サンプルサイズ=5,609 F=28.35(Prob>F=0.00)
決定係数=0.18 自由度調整済み決定係数=0.17

係数値 標準誤差 T値 P>T Beta
男性（BM=女性） 0.09 0.01 11.54 0.00 0.18
年齢 0.00 0.00 -12.00 0.00 -0.17
年収（対数） 0.03 0.01 4.35 0.00 0.07

業種（BM=製造業）

建設業 0.04 0.01 3.10 0.00 0.04
電気・ガス・水道・熱供給業 -0.03 0.02 -1.56 0.12 -0.02
情報通信業 -0.05 0.01 -3.75 0.00 -0.05
運輸業、郵便業 0.00 0.02 -0.30 0.76 -0.01
卸・小売業 0.02 0.01 1.80 0.07 0.03
金融・保険業 -0.01 0.01 -0.79 0.43 -0.01
学術研究、専門・技術サービス業 -0.01 0.01 -1.01 0.31 -0.01
宿泊、飲食、生活サービス、娯楽業 0.08 0.02 4.60 0.00 0.06
教育、学習支援業 0.04 0.02 2.17 0.03 0.04
医療、福祉 -0.05 0.01 -3.59 0.00 -0.07
サービス業 0.01 0.01 0.88 0.38 0.01
公務 -0.05 0.01 -4.14 0.00 -0.06
その他サービス業 0.01 0.02 0.62 0.54 0.01
その他 -0.04 0.02 -2.16 0.03 -0.03

従業員規模
（BM=3,000人以上）

29人以下 0.05 0.01 4.43 0.00 0.08
30～99人 0.05 0.01 4.81 0.00 0.08
100～299人 0.03 0.01 3.56 0.00 0.06
300～999人 0.03 0.01 3.44 0.00 0.05
1,000～2,999人 0.02 0.01 2.40 0.02 0.03

労働組合あり（BM=ない） -0.03 0.01 -4.69 0.00 -0.07

所得・余暇選好
（BM=同じくらい大切）

仕事に生きがい 0.02 0.02 1.34 0.18 0.02
時には余暇 -0.01 0.01 -0.80 0.42 -0.01
なるべく余暇 0.01 0.01 0.76 0.45 0.01
余暇に生きがい -0.01 0.01 -0.58 0.56 -0.01

職種（BM=一般事務・
受付・秘書）

総務・人事・経理等 -0.01 0.01 -0.88 0.38 -0.01
営業・販売 0.03 0.01 3.23 0.00 0.06
接客サービス 0.05 0.02 3.19 0.00 0.05
調査分析・特許法務などの事務系専門職 -0.02 0.02 -1.11 0.27 -0.01
研究開発・設計・ＳＥなどの技術系専門職 0.01 0.01 0.91 0.36 0.02
医療・教育関係の専門職 0.06 0.02 4.13 0.00 0.09
現場管理・監督 0.05 0.01 3.97 0.00 0.06
製造・建設の作業 0.00 0.01 -0.23 0.82 0.00
輸送・運転 0.16 0.02 8.74 0.00 0.15
警備・清掃 0.06 0.03 1.87 0.06 0.02
その他 0.03 0.01 1.94 0.05 0.03

時間管理緩やか（BM=緩やかではない） 0.06 0.01 6.64 0.00 0.09
働く場所の数（BM=1つ

のみ）

2つ 0.03 0.01 4.42 0.00 0.06
3つ 0.07 0.01 7.66 0.00 0.10
4つ以上 0.07 0.01 6.78 0.00 0.09

定数項 5.14 0.04 132.71 0.00
注（1）：BMは各ダミー変数のベンチマークを表す。
注（2）：有意水準5％未満の項目に網掛けした。
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あ
る
か
ら
」
も
若
干
高
い
。
反
対
に
、「
最
近

の
人
員
削
減
に
よ
り
、
人
手
不
足
だ
か
ら
」

や
「
残
業
手
当
や
休
日
手
当
を
増
や
し
た
い

か
ら
」
で
は
若
干
低
い
。
こ
の
よ
う
な
相
違

点
が
あ
る
。

　

ま
た
第
４
表
に
示
し
た
諸
点
か
ら
、
主
な

相
違
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

①
所
得
・
余
暇
選
好
で
は
、「
緩
や
か
」
な
人

は
若
干
、
よ
り
仕
事
志
向
の
傾
向
が
あ
る
。

②
満
足
度
（
給
料
・
賃
金
の
額
）
で
は
、「
緩

や
か
」
な
人
は
、
若
干
、
満
足
の
度
合
い
が

高
い
。

③
満
足
度（
仕
事
の
内
容
）で
は
、「
緩
や
か
」

な
人
は
、
若
干
、
満
足
の
度
合
い
が
高
い
。

④
満
足
度
（
家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
）

で
は
、「
緩
や
か
」
な
人
は
、
若
干
、
不
満
の

度
合
い
が
高
い
。

⑤
満
足
度
（
友
人
・
知
人
と
過
ご
す
時
間
）

で
は
、「
緩
や
か
」
な
人
は
、
若
干
、
不
満
の

度
合
い
が
高
い
。

⑥
満
足
度
（
趣
味
な
ど
の
時
間
）
で
は
、「
緩

や
か
」
な
人
は
、
若
干
、
不
満
の
度
合
い
が

高
い
。

⑦
仕
事
の
こ
と
を
考
え
る
頻
度（
通
勤
途
中
）

で
は
、「
緩
や
か
」
な
人
は
、
頻
度
が
高
い
傾

向
に
あ
る
。

⑧
仕
事
の
こ
と
を
考
え
る
頻
度
（
自
宅
に
い

る
時
）
で
は
、「
緩
や
か
」
な
人
は
、
頻
度
が

高
い
傾
向
に
あ
る
。

⑨
仕
事
の
こ
と
を
考
え
る
頻
度
（
通
勤
以
外

の
外
出
時
）
で
は
、「
緩
や
か
」
な
人
は
、
頻

度
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

　

さ
ら
に
第
５
表
か
ら
、
今
後
の
職
業
生
活

の
希
望
に
つ
い
て
見
る
と
、「
緩
や
か
」
な
人

の
比
率
が
高
い
の
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
業
務
を

経
験
し
て
こ
の
会
社
の
経
営
層
に
加
わ
り
た

い
」「
自
分
の
経
験
、
資
格
、
専
門
知
識
、
特

殊
技
能
を
活
か
し
て
こ
の
会
社
で
腕
を
ふ
る

い
た
い
」
で
あ
り
、
反
対
に
「
緩
や
か
」
な

人
の
比
率
が
低
い
の
は
、「
昇
進
で
き
る
か
と

も
か
く
、
で
き
る
だ
け
長
く
こ
の
会
社
に
勤

め
て
い
た
い
」「
い
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
で
も
転
職
し
た
い
」「
特
に
希
望
は
な
く
、

成
り
行
き
に
ま
か
せ
る
」「
条
件
が
許
せ
ば
、

第９図　時間管理の緩やかさ別に見た残業をする理由（多重回答）

第３表　総実労働時間に影響する要因(OLS)
サンプルサイズ=2,414 F=8.12(Prob>F=0.00)
決定係数=0.15 自由度調整済み決定係数=0.14

係数値 標準誤差 T値 P>T Beta
男性（BM=女性） 0.06 0.01 4.79 0.00 0.11

年齢 0.00 0.00 -7.33 0.00 -0.17
年収（対数） 0.04 0.01 3.12 0.00 0.09

業種（BM=製造業）

建設業 0.06 0.02 3.08 0.00 0.07
電気・ガス・水道・熱供給業 -0.03 0.03 -0.94 0.35 -0.02
情報通信業 -0.05 0.02 -2.84 0.00 -0.06
運輸業、郵便業 -0.03 0.03 -1.10 0.27 -0.03
卸・小売業 0.00 0.02 0.21 0.84 0.00
金融・保険業 -0.02 0.02 -0.91 0.37 -0.02
学術研究、専門・技術サービス業 -0.02 0.02 -0.99 0.32 -0.02
宿泊、飲食、生活サービス、娯楽業 0.05 0.03 1.60 0.11 0.03
教育、学習支援業 0.03 0.03 0.95 0.34 0.03
医療、福祉 -0.08 0.03 -2.92 0.00 -0.08
サービス業 0.02 0.02 0.85 0.40 0.02
公務 -0.02 0.02 -1.08 0.28 -0.02
その他サービス業 0.03 0.03 0.83 0.41 0.02
その他 0.00 0.03 -0.10 0.92 0.00

従業員規模
（BM=3,000人以上）

29人以下 0.07 0.02 3.88 0.00 0.11
30～99人 0.07 0.02 4.14 0.00 0.11
100～299人 0.06 0.02 3.71 0.00 0.09
300～999人 0.04 0.01 2.67 0.01 0.06
1,000～2,999人 0.04 0.02 2.52 0.01 0.05

労働組合あり（BM=ない） -0.01 0.01 -0.98 0.33 -0.02

所得・余暇選好
（BM=同じくらい大切）

仕事に生きがい 0.00 0.03 -0.02 0.98 0.00
時には余暇 -0.02 0.01 -1.86 0.06 -0.04
なるべく余暇 0.01 0.01 0.87 0.38 0.02
余暇に生きがい -0.02 0.02 -1.02 0.31 -0.02

職種（BM=一般事務・
受付・秘書）

総務・人事・経理等 0.01 0.02 0.32 0.75 0.01
営業・販売 0.05 0.02 2.38 0.02 0.10
接客サービス 0.09 0.03 2.87 0.00 0.07
調査分析・特許法務などの事務系専門職 -0.03 0.03 -0.89 0.37 -0.02
研究開発・設計・ＳＥなどの技術系専門職 0.02 0.02 1.11 0.27 0.04
医療・教育関係の専門職 0.08 0.03 2.98 0.00 0.12
現場管理・監督 0.08 0.02 3.20 0.00 0.10
製造・建設の作業 0.01 0.03 0.51 0.61 0.01
輸送・運転 0.24 0.04 6.32 0.00 0.19
警備・清掃 0.14 0.05 2.77 0.01 0.06
その他 0.04 0.03 1.42 0.16 0.04

役職（BM=一般社員）
係長・主任 0.02 0.01 1.35 0.18 0.03
課長クラス 0.01 0.01 0.91 0.36 0.02
部長クラス 0.02 0.02 0.94 0.35 0.02

勤務時間制度（BM=通
常の勤務時間制度）

フレックスタイム -0.02 0.01 -1.16 0.25 -0.02
変形労働時間制 0.02 0.02 0.67 0.50 0.01
交替制 -0.01 0.02 -0.76 0.45 -0.02
裁量労働制・みなし労働 0.09 0.02 5.11 0.00 0.10
時間管理なし 0.07 0.02 3.59 0.00 0.07

通常の勤務場所以外の働
く場所

所属先企業の他事業所 0.00 0.01 0.47 0.64 0.01
自宅 0.04 0.01 3.96 0.00 0.09
顧客先の事務所や工場 0.01 0.01 1.43 0.15 0.03
移動中の交通機関 0.00 0.01 0.07 0.95 0.00
ホテル・宿泊施設 0.00 0.01 0.25 0.80 0.01
喫茶店 -0.03 0.02 -1.51 0.13 -0.03

定数項 5.12 0.07 74.54 0.00
注（1）：BMは各ダミー変数のベンチマークを表す。
注（2）：有意水準5％未満の項目に網掛けした。
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働
く
の
を
辞
め
た
い
」
な
ど
で
あ
る
。

７
．
ま
と
め

　

本
稿
に
お
け
る
様
々
な
分
析
か
ら
、
働
く

時
間
の
多
様
性
の
現
状
と
問
題
点
を
ま
と
め

る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

　

一
部
の
職
種
、
管
理
職
、
勤
務
時
間
制
度

な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
い
つ
で
も
働
け

る
よ
う
な
働
き
方
」
は
、
現
状
で
は
長
時
間

労
働
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま

た
い
つ
で
も
働
け
る
と
い
う
働
く
時
間
の
多

様
性
だ
け
で
な
く
、
働
く
場
所
の
数
が
多
い

こ
と
や
、
自
宅
で
作
業
を
す
る
場
合
に
お
い

て
も
、
長
時
間
労
働
と
な
っ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。

　

労
働
時
間
管
理
が
「
緩
や
か
」
な
人
は
、

実
際
に
労
働
時
間
が
長
く
、
家
族
や
友
人
と

過
ご
す
時
間
、
趣
味
の
時
間
な
ど
に
関
す
る

満
足
度
は
相
対
的
に
低
い
。
し
か
し
「
緩
や

か
で
は
な
い
」
人
に
比
べ
て
、
仕
事
面
の
満

足
度
は
高
く
、
自
分
の
仕
事
を
活
か
し
て
働

く
意
欲
や
、
昇
進
意
欲
も
強
い
。

　
「
柔
軟
な
」
勤
務
時
間
制
度
は
、
実
態
か

ら
見
る
と
決
し
て
柔
軟
と
は
い
え
な
い
。
働

く
時
間
の
多
様
性
と
は
、
本
来
、
業
務
の
繁

閑
や
労
働
者
個
人
の
生
活
ニ
ー
ズ
等
に
合
わ

せ
る
こ
と
に
資
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
実
態
が
、
全
体
と
し
て
は
労
働
時
間
を

長
く
す
る
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
長
時
間
労

働
の
解
消
が
先
決
事
項
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
際
、
政
労
使
い
ず
れ
か
に
責
任
が
あ

る
と
い
う
だ
け
で
は
、
根
本
的
な
解
決
に
は

つ
な
が
り
に
く
い
。
過
労
死
な
ど
に
つ
な
が

る
よ
う
な
、
危
険
な
状
態
を
極
力
な
く
す
こ

と
は
、
政
策
的
に
最
も
優
先
度
の
高
い
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
次
に
業
務
や
生
活
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
及
び
実
態
に
合
っ
た
労
働
時

間
の
規
制
、
管
理
、
働
き
方
が
必
要
と
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

確
か
に
、
業
務
量
が
多
い
と
い
う
こ
と
は

労
働
時
間
を
長
く
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
と
く
に
非
定
型
的
な
業
務
や
創
造
的

な
業
務
で
は
、
企
業
側
が
与
え
る
業
務
量
が

第４表　時間管理の緩やかさによる相違（%）
所得・余暇選好

余暇に生きがい なるべく余暇 仕事も余暇も
同じくらい 時には余暇 仕事に生きがい 合計

緩やかではない 7.3 23.4 43.4 23.8 2.1 100.0
緩やか 5.7 21.0 41.8 27.6 3.9 100.0
合計 7.1 23.2 43.3 24.2 2.3 100.0

満足度（給料・賃金の額）

満足 まあ満足 どちらとも
言えない 少し不満 不満 合計

緩やかではない 5.3 28.2 19.9 24.4 22.2 100.0
緩やか 9.6 32.4 20.2 16.9 20.9 100.0
合計 5.7 28.7 19.9 23.6 22.1 100.0

満足度（仕事の内容）

満足 まあ満足 どちらとも
言えない 少し不満 不満 合計

緩やかではない 8.4 43.4 27.5 14.1 6.5 100.0
緩やか 12.5 44.4 23.4 13.7 6.0 100.0
合計 8.9 43.6 27.1 14.0 6.4 100.0

満足度（家族と一緒に過ごす時間）

満足 まあ満足 どちらとも
言えない 少し不満 不満 合計

緩やかではない 6.9 41.8 27.7 17.5 6.2 100.0
緩やか 6.8 37.4 23.5 21.6 10.7 100.0
合計 6.9 41.3 27.2 17.9 6.7 100.0

満足度（友人・知人と過ごす時間）

満足 まあ満足 どちらと
も言えない 少し不満 不満 合計

緩やかではない 4.1 30.8 36.1 22.1 6.9 100.0
緩やか 4.5 22.8 34.8 25.6 12.4 100.0
合計 4.1 29.9 36.0 22.5 7.5 100.0

満足度（趣味などの時間）

満足 まあ満足 どちらとも
言えない 少し不満 不満 合計

緩やかではない 4.3 30.9 27.2 26.7 11.0 100.0
緩やか 3.0 24.0 24.0 31.9 17.0 100.0
合計 4.1 30.1 26.8 27.3 11.6 100.0

仕事のことを考える頻度（通勤途中）
いつも しばしば ときどき ほとんどない 合計

緩やかではない 15.7 32.9 32.2 19.1 100.0
緩やか 26.4 37.5 21.8 14.3 100.0
合計 16.8 33.4 31.1 18.6 100.0

仕事のことを考える頻度（自宅にいる時）
いつも しばしば ときどき ほとんどない 合計

緩やかではない 7.5 29.3 42.9 20.3 100.0
緩やか 15.3 38.2 33.8 12.7 100.0
合計 8.3 30.2 41.9 19.5 100.0

仕事のことを考える頻度（通勤以外の外出時）
いつも しばしば ときどき ほとんどない Total

緩やかではない 5.1 16.5 35.5 42.9 100.0
緩やか 11.6 23.5 35.4 29.5 100.0
合計 5.8 17.2 35.5 41.5 100.0

第５表　時間管理の緩やかさと今後の職業生活の希望（%）

いろいろな業
務を経験して
この会社の経
営層に加わり

たい

ある程度昇進
して、この会
社の管理職と
して仕事をし

たい

昇進できるか
はともかく、
できるだけ長
くこの会社に
勤めていたい

自分の経験、
資格、専門知
識、特殊技能
を活かしてこ
の会社で腕を
ふるいたい

自分の経験、
資格、専門知
識、特殊技能
を活かせるな
らば、現在の
会社にこだわ
らない

独立開業して
自分の力をた
めしたい

緩やかではない 4.6 7.6 18.1 14.9 20.0 3.0
緩やか 12.3 7.0 11.2 20.0 22.0 4.8
合計 5.4 7.5 17.4 15.5 20.2 3.2

いいろことが
あればすぐに
でも転職した

い

特に希望はな
く、成り行き
に任せる

条件が許せば、
働くのを辞め

たい

いますぐにで
も働くのを辞
めたい

その他 合計

緩やかではない 10.0 11.6 8.0 0.9 1.3 100.0
緩やか 7.3 8.4 5.2 0.7 1.0 100.0
合計 9.7 11.3 7.7 0.8 1.3 100.0
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同
じ
場
合
で
も
、
個
々
人
が
投
入
す
る
労
働

時
間
の
長
さ
に
違
い
が
あ
る
場
合
に
は
、

個
々
人
の
生
産
性
を
考
慮
し
た
適
切
な
業
務

量
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
過
重
な
労
働

時
間
を
防
止
す
る
た
め
の
規
制
や
配
慮
は
必

要
だ
が
、
同
時
に
、
労
働
者
の
働
く
意
欲
を

阻
害
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

労
働
者
が
仕
事
以
外
の
時
間
の
使
い
方
に
慣

れ
、
休
暇
や
時
間
的
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
に

意
義
を
見
い
だ
す
必
要
も
あ
る
。

　

柔
軟
な
勤
務
時
間
制
度
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
、
本
来
、
状
況
に
応
じ
て
長
く
も
短
く

も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
状
は
、

長
く
す
る
方
向
に
強
く
向
い
て
い
る
。
そ
れ

を
、〝
短
く
で
き
る
時
に
は
短
く
す
る
〞
と
い

う
方
向
に
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

〔
注
〕

１
．
調
査
票
で
は
「
裁
量
労
働
制
・
み
な
し
労
働
」
は
「
法

律
上
の
適
用
を
受
け
る
専
門
職
、
営
業
職
、
企
画
職
等

を
い
う
」、「
時
間
管
理
な
し
」
は
「
裁
量
労
働
制
・
み

な
し
労
働
以
外
で
、
管
理
職
な
ど
の
場
合
」
と
定
義
し

た
。
な
お
、「
時
間
管
理
な
し
」
に
は
自
己
申
告
制
な
ど

も
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

２
．
八
〇
時
間
未
満（
三
六
五
件
）、六
〇
〇
時
間
以
上（
一

一
件
）
は
欠
損
処
理
し
た
。

３
．
調
査
票
の
管
理
職
に
対
す
る
設
問
か
ら
、
①
「
制
度

上
、
出
退
勤
の
時
間
を
自
由
に
決
め
ら
れ
る
」、
②
「
正

規
・
非
正
規
社
員
の
採
用
、
配
置
に
関
与
し
て
い
る
」

（
正
規
の
採
用
及
び
配
置
、
非
正
規
の
採
用
及
び
配
置

の
四
種
類
に
つ
い
て
四
段
階
の
関
与
度
合
を
質
問
し
て

い
る
が
、「
関
わ
っ
て
い
る
」「
関
わ
っ
て
い
な
い
」
の
二

分
法
と
し
、
か
つ
四
種
類
の
ど
れ
か
一
項
目
で
も
「
関

わ
っ
て
い
る
」
を
一
、
ど
れ
に
も
関
わ
っ
て
い
な
い
場

合
を
〇
と
し
た
）、
③
「
管
理
職
手
当
を
受
け
取
っ
て

い
る
」―

―

の
三
種
類
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
二
つ
以
上

に
該
当
す
る
（「
は
い
」
ま
た
は
一
）
場
合
を
「
管
理

職
性
が
強
い
者
」
と
み
な
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
集

計
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
し
た
が
っ
て
い
ず
れ
か
二
つ

以
上
に
非
該
当
の
場
合
に
は
、
集
計
対
象
と
な
る
。
前

者
（「
管
理
職
性
が
強
い
」）
は
四
七
三
件
、後
者
（「
管

理
職
性
が
弱
い
」）
は
四
七
八
件
あ
っ
た
。

４
．
よ
り
高
い
所
得
を
好
む
た
め
に
労
働
時
間
を
長
く
す

る
と
い
う
個
人
の
労
働
供
給
に
お
け
る
同
時
決
定
の
問

題
で
あ
り
、
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
、
労
働
時
間
に

影
響
し
、
年
収
に
影
響
し
な
い
変
数
と
し
て
使
用
す
る
。

高
橋
陽
子
（2005

）
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
時
間
を

被
説
明
変
数
、
収
入
を
説
明
変
数
と
す
る
た
め
に
同
様

の
変
数
を
操
作
変
数
と
し
て
投
入
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
本
分
析
で
使
用
す
る
年
収
と
総
実
労
働
時
間
の

相
関
係
数
は0.06

で
あ
り
、
か
な
り
低
い
。

  

ま
た
勤
務
時
間
制
度
の
「
裁
量
労
働
制
・
み
な
し
労
働
」

と
職
種
の
「
事
務
系
専
門
職
」「
技
術
系
専
門
職
」
の
相

関
係
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ0.03

、0.06

と
か
な
り
低
い
。

５
．
小
倉
・
藤
本
（2007

）
で
も
「
時
間
管
理
の
緩
や

か
さ
」
が
長
時
間
労
働
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
結

果
を
示
し
て
い
る
。

６
．
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
が
二
〇
〇
八
年
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

「
完
全
在
宅
勤
務
」（
週
に
三
日
以
上
）
を
「
制
度
と
し

て
認
め
て
い
る
」
企
業
は
、
二
・
四
％
、「
部
分
在
宅
勤

務
」（
週
に
一
〜
二
日
）
で
も
二
・
二
％
だ
っ
た
。
労
働

政
策
研
究
・
研
修
機
構
（2008

）
参
照
。

【
参
考
文
献
】

小
倉
一
哉
・
藤
本
隆
史
（2007

）「
長
時
間
労
働
と
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
」（JIL

P
T
 D
iscussion P

aper S
eries 

07-01

）

小
倉
一
哉
・
藤
本
隆
史
（2008

）「
雇
用
に
お
け
る
テ
レ

ワ
ー
ク
に
関
す
る
論
点
整
理
」（JIL

P
T
 D
iscussion 

P
aper S

eries 08-03

）

高
橋
陽
子（2005

）「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー『
サ
ー
ビ
ス
残
業
』

の
経
済
学
的
背
景
」（
日
本
労
働
研
究
雑
誌N

o.536

）

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（2008

）『
企
業
の
テ
レ
ワ
ー

ク
に
関
す
る
調
査
研
究
結
果
』（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
シ

リ
ー
ズN

o.50

）

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

お
ぐ
ら
・
か
ず
や　

一
九
九
三
年
早
稲
田
大

学
大
学
院
商
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博

士
（
商
学
）。
一
九
九
三
年
よ
り
日
本
労
働

研
究
機
構
（
現
・
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構
）
に
勤
務
、
現
在
に
至
る
。
専
門
分
野
は

労
働
経
済
（
労
働
時
間
・
休
暇
、
非
正
規
雇

用
等
）。
主
著『
エ
ン
ド
レ
ス
・
ワ
ー
カ
ー
ズ
』

（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
・
二
〇
〇
七
）。
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特集 ＝外国人労働者 6
【提言】
 外国人労働者問題を考える 北浦正行

【論文】
 外国人労働者問題の根源はどこにあるのか 丹野清人
 外国人労働をめぐる法政策上の課題 早川智津子
 外国人労働者の受け入れは何をもたらすのか 中村二朗

【紹介】
 外国人の研修・技能実習制度見直し動向について 渡邊博顕
 外国人労働者の雇用をめぐる相談事例（東京都の労働相談から） 作地清
 ＮＥＣにおける高度外国人人材について 但田潔
 
【論文（投稿）】
 スポーツ活動と昇進 佐々木勝・大竹文雄
 
【書評】
 メアリー・Ｃ・ブリントン著／玄田有史解説・池村千秋訳
 『失われた場を探して――ロストジェネレーションの社会学』 堀有喜衣
 田中堅一郎著『荒廃する職場／反逆する従業員――職場における
 　　　　　　　従業員の反社会的行動についての心理学的研究』 鈴木竜太
 佐藤博樹・武石恵美子編
 『人を活かす企業が伸びる――人事戦略としてのワーク・ライフ・バランス』 藤本哲史

【論文Today】
 「不安定な労働・不安な労働者――過渡期における雇用関係」 高久聡司

【フィールド・アイ】
 在中国日系企業の人材マネジメントのあり方とその課題 白木三秀

586 May. 2009

特集 ＝雇用区分の多様化と転換 5
【提言】
 雇用区分の多様化と均等処遇 石田眞

【論文】
 内部労働市場における雇用区分の多様化と転換の合理性
 ―人材ポートフォリオ・システムからの考察 平野光俊
 企業内労働市場の分化とその規定要因 西村孝史、守島基博
 正社員になった非正社員―内部化と転職の先に 玄田有史

【紹介】
 正社員登用事例にみる雇用の多元化と転換の現状 渡辺木綿子
 
【論文】
 若年者にとっての雇用区分の多様化と転換―その問題点と課題 白井利明
 主婦の再就職と働き方の選択―結婚・育児等によるリタイアと職業復帰 奥津眞里

【書評論文】
 斎藤修著『比較経済発展論』 神林龍
 
【書評】
 中北浩爾著『日本労働政治の国際関係史１９４５―１９６４―社会民主主義という選択肢』 久米郁男
 塚崎裕子著『外国人専門職・技術職の雇用問題―職業キャリアの観点から』 上林千恵子

【論文Today】
 「仕事上の裁量は、仕事と仕事以外との境界をあいまいにするか？
 ―仕事と家庭生活との両立を阻害する新たな可能性」 高見具広

【フィールド・アイ】
 「告白」通り 奥西好夫


